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ま え が き 

 

子どもは、社会にとって大切な未来の財産である。子どもの健康を損なったり、心身の発

達を阻害したりするような子育て期の働き方は、望ましくない。母親本人の働く能力と意欲

を最大限に発揮しながらも、子どものウェルビーイングを守れるよう、社会全体が様々な支

援制度でサポートすることが、いま求められている。 

母親の就業と子どものウェルビーイングとの関係については、未知の部分が多い。例えば、

出産後にどのタイミングで仕事に復帰すれば、子どもへの影響を最低限に抑えることができ

るのか。確かな答えがあれば、育児休業期間の検討が可能となる。母親の就業時間、就業形

態と子どものウェルビーイングとの関係についても多くの謎が残っている。 

 JILPT では、プロジェクト研究「子育て中の女性の就業に関する調査研究」の一環として、

2011 年と 2012 年に「子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査」（略

称：「子育て世帯全国調査」）を行った。本資料シリーズは、その再分析の結果を中心に、母

親の就業パターンが、母親自身および子どものウェルビーイングにどのような影響を及ぼし

ているのか等について、総合的に分析したものである。 

なお、前段の研究成果として、JILPT 労働政策研究報告書 No.159『子育てと仕事の狭間に

いる女性たち―JILPT 子育て世帯全国調査 2011 の再分析』（2013 年 6 月）がある。 

本資料シリーズが多くの人々に活用され、今後の女性労働に関わる政策論議に役立てば幸

いである。 
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